


8
月
4
日
執
行

朝
日
町
議
会
議
員
選
挙

住
E議

織
内
申
鶴
崎
名
制
御
決
窟

開
票
結
果

吉
江
守
照

水
野
仁
士

属

国

誼

梅
津
益
美

’水
島
一
友

一蓬

漂

博

一中
陣
将
夫

稲

村

功

大
森
憲
平

松
倉
彰
夫

一河
内
正
美

脇
四
計
夫

．長
崎
智
子

．脇
山
勝
昭

河
内
邦
洋

松
下
宏
一

柳
津
伸
閉

谷
口
俊
治

8
月
お
日
任
期
満
了
に
伴
う
朝
日
町
議
会
議
員
選
挙
は
7
月

初
日
に
告
示
さ
れ
、

8
月
4
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

告
示
と
同
時
に
mm
名
が
立
候
補
。
即
日
開
票
の
結
果
、
新
人

4
名
を
含
む
叩
名
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
人
4
名
の
中
に
は
朝
日
町
初
の
女
性
議
員
も
禽
ま
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
投
票
率
は
位
－

m
%
で
し
た
。

投
京
総
数

トれ
効
投
出

川
県
効
票

ー
，
0
0
7票

8
7
2票
一

8
0
5票
一

7
9
2票

m

7
7
2票

6
9
8票
一

6
6
3票
一

6
3
7票
一

6
3
5票
一

5
6
8票
一

5
0
9
・
鉱
山
票

－

4
7
1
票

4
6
0票
一

4
2
1
票
－

4
1
7
・
刊
は
票

4
0
8
票

3
0
9
票

2
5
2票

l
O守

8
3
1
渋

l
O、
6
9
7
ポ

1
3
4
票

新
議
員
の
顔
ぶ
れ
察側）

吉
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田
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水
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友

中
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夫

大

森

憲

平

河

内

正

美

長
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智
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邦

洋
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町功
成

4
度

平

1
年

功
績
を
称
え
て

朝
日
町
の
発
足
記
念
円
で

あ
る

8
月
1
日

、

役

場

4
階

大
ホ

l
ル
で
一平
成
同
年
度
の

町
政
功
労
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。＼ 朝日町ム表彰式／

今
阿
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

の
は
、
環
段
以
生
功
労
、
産

業
経
済
功
労
、
教
行
文
化
功

労
の

3
部
門
で

8
名
の
方
々

で

す
。

（
敬
称
附
）

m
a
h
k
t

v
 

一
例
列
左
か
ら
、
草
野
弘
さ
ん
、
魚
津
町
長
、
中
隊
議
長
、
佐
々
木
良
作
さ
ん
、

後
列
左
か
ら
、
魚
津
憎
文
さ
ん
、
江
淵
泰
子
さ
ん
、
吉
岡
田
克
さ
ん
、
岡
田
三
郎
さ
ん
、

長
津
一
縫
さ
ん

（佐
渡
幾
太
郎
さ
ん
欠
席
）

「
早
稲
の
香
俳
句
会
」

俳
聖

・
松
尾
芭
蕉
が

「奥
の
細
道
」
行
脚
に
出
発
し
て
、
新
潟
県
市
振

の
桔
梗
屋
を
後
に
し
た
の
が
、
旧
暦
の

7
月
は
日
の
こ
と
で
す
。

こ
の
と
き
、
芭
蕉
翁
は
越
中
国
の
歌
枕
を
題
材
に
「
早
稲
の
雷
や
分
け

入
る
右
は
有
磯
海
」
の
句
を
諒
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
朝
日
町
に
は
そ

の
句
碑
が
あ
る
の
で
す
。

こ
の
芭
蕉
翁
の
足
跡
を
し
の
び
、

俳
句
を
募
集
し
ま
す
。

平
成
U
年
度

－

作

品

募

集

要

項

．

二
般
の
部
｝

一
組．
ニ
旬
以
内
（
「
U
十稲
」
を
合
む

俳
句

一
旬
、
ほ
か
雑
詠
）
何
組
で
も

可
。
た
だ
し
、
他
の
俳
句
会

・
俳
句

必
へ
投
句
し
た
も
の
は
泌
必
で
き
ま

せ
ん
。

｛
小
中
学
校
の
部
】

一
人
二
旬
ま
で
。
新
年
度
に
な
っ

て
か
ら
詠
ん
だ
も
の
で
、
花
給
す
る

川f
校
か
ら
－h加
持
し
て
く
だ
さ
い
。

O
投
句
方
法

所
定
の
用
紙
か
原
稿
用
紙
に
楢
告

で
、
郵
便
孫
円

・
住
所

・
氏
名

・
俳

け

・
年
齢
－

U
吋一一川前
日げ
を
川
必
の

卜し
、
郵
送
ま
た
は
・
五
行
妥

μ会
が
務

川
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
メ
ー

ル
・
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
の
投
句
も
吋
能

で
す
。

ま
た
次
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
、

な
お
、
投
句
料
は
無
料
で
す
。

O
投
旬
先

朝
U
川
迫
．
ト

制
U
町
教
両
同
委
員
会
以
務

川
内
「
い
陥
の
台
俳
句
会
実
行
委
は
会
」

8
0
7
6
5I
m
i
－

－

O
O
（内

線

3
2
3）
四
m
i
l
l
0
9

心
f
メ
ー
ル

一T9
3
9
1
0
7
9
3

1
1
3
3
 

∞一
3cmm凶一⑧－
O
三
コ・
mw切
白

Z
・5
冨コ
J
0
・5

O
選
者

松
れ
悦
治
氏

出
附
州
市
氏

O
表
彰
と
発
表

各
選
者
に
よ
る
特
選
、
人
選
、
作

作
。
吟
行
句
会
（
叩
灯
下
旬
）
で
の
い
ぷ

印
式
へ
制
待
。

人
口
行
へ
は
山
按
川
一
知
し
ま
す
。

O
投
句
締
め
切
り

平
成
同
年
9
月
初
日

ご
こ
定
一
旬

環
境
厚
生
功
労

佐
々
木
良
作

（谷

・
η歳）

佐
々
木
さ
ん
は
、
町
民
生
児
童
安

川
一
段
び
川
協
調
会
刷
会
長
、
会
長
と

版
任
さ
れ
、
同
年
間
に
わ
た
り
地
域

川
被
の
向
上
に
は
、
刈
さ
れ
ま
し
た
c

草
野

t
A
 

『
F
『
J

（上
町

・
乃
歳
）

川
民
生
児
叫
引
委
日

以
び
川
協
議
会
刷
会
．
ん
を
ぽ
任
さ

れ
、
ロ
作
州
に
わ
た
り
地
域
耐
祉

の
’
川
卜
に
以
力
さ
れ
ま
し
た
。

ル
い
野
さ
ん
は
、

江
淵
泰
子（

竹
の
内
・
花
歳
）

汀
削
さ
ん
は
、

と
し
て
幻
年
間
に
わ
た
り
、

川
い
山
小
川
市
A
K
U

地
域
悩

枇
の
向
上
に
M
h川
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
経
済
功
労

佐
渡
兼
太
郎

（
東
草
野

・
花
歳）

佐
渡
さ
ん
は
、
泊
漁
業
協
川
組
A

川

町
中
及
び
代
ぷ
町
下
組
什
民
を
断
任

さ
れ
、
お
年
間
に
わ
た
り
、
地
域

治
山
漁
業
の
逃
民
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

と
ご
亡
る
一
旬
ー
俳
句
の

っ
く
り
方
教
室
i

日
本
新
と
し
て

一
市
快
い
訓
子
の

響
き
を
伝
え
て
く
れ
る
5
・
7
・
5
。

そ
れ
が
俳
句
で
す
。

俳
句
は
2
つ
の
約
米
を
覚
え
て
い
れ

ば
、
訓
で
も
ど
こ
で
も
つ
く
れ
ま
す
。

①
俳
句
の
本
質
「
5
・
7
・
5
」
げ
音

行
い
た
い
こ
と
を
あ
れ
も
こ
れ
も

と
詰
め
よ
う
と
し
て
も
、
か
え
っ
て

散
漫
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

開
店
と
川
じ
形
式
を
使
っ
て
心
怖

を
封
じ
込
め
ま
し
ょ
う
。

②
「
季
語
」
を
一
つ
い
れ
よ
う

「
＆
石
川
」
と
は
問
中
に
い
う
と
季
節

の
一言
葉
。
務

・
夏

・
秋

・
冬

・
新

作
・
夏
休
み
な
ど
も
み
ん
な
季
折
。

桜
は
作
の
李
前
。
ひ
ま
わ
り
は
豆
、

も
み
じ
は
秋
、
叶
は
U

令
。
中
に

「H
化
」

と
い
え
ば
桜
を
折
し
ま
す
。

き
あ
、
紙
と
鉛
筆
を
持
っ
て
、
家

の
小
や
、
近
所
に
足
を
延
ば
し
、

に
か
く
つ
く
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
的
以
を
感
じ
て
か
ら
旬
に

な
る
ま
で
似
を
迫
っ
て
説
明
し
、
例
句

の
簡
単
な
つ
く
り
万
を
紺
介
し
ま
す
c

巳ニー

＋
R

i
宵

＋
R

－R4
R

：
・
雨
上
が
り
。
払
人
を
連
れ
て
散
歩

し
て
い
た
ら
、
足
元
の
ボ
溜
り
に
雲

が
映
っ
て
涜
れ
て
い
る
。
川
畑
雲
か
あ
。

秋
だ
な
あ
。
こ
こ
で

．
旬
。

* 

散
歩
す
る
犬
水
溜
り
に
鰯
雲

帯
砕
石
川
は
「
鰯
雲
｝
で
す
か
ら
、

一

つ
人
っ
て
い
ま
す
。
声
に
山
し
て
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
山
一
ん
中
が
8

山川
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
（
小
じ

と
パ
い
ま
す
）
。
児
ん
小
を
ア
行
に
す

る
工
夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

散
歩
す
る
愛
犬
の
目
に
鰯
雲

と

こ
う
す
れ
ば
中
が

7
内
に
な
り
、

リ
ズ
ム
が
川
て
き
ま
す
c

次
に
、
作
μ
引
が
山
桜
感
動
し
た
の

は
鰯
一訟
で
す
が
、

一
両
で
は
州
よ
が

り
の
爽
や
か
な
仙
東
の
散
歩
風
間
以
で

も
あ
る
の
で
、
こ
の
以
持
ち
を
人
れ

て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
叫
ん
川
「
散
歩
」

と
人
れ
な
く
て
も
伝
わ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・理・

長
津

一
雄

（
羽
入

・
邸
歳
）

長
出
さ
ん
は
、
向
然
保
護
指
導
民

と
し
て
、
川
明
日
日
を
小
心
と
し
た
’H

然
保
護
活
動
及
び
山
市
観
光
の
桜

興
、
山
，
K
山
引
抜
防
止
の

J

山
口
京
に
M
h
H

さ
れ
て
い
ま
す
。

岡

田

克
（
金
山

・
的
歳）

．M
川
さ
ん
は
、
大
家
正
従
業
協
川

制
作
代
ぃ衣
聞
が
組
合
長
と
し
て
口

付
に
わ
た
り
、
地
域
州
以
来
の
進
似
に

け
時
力
さ
れ
ま
し
た
。

岡
田
三
郎（

大
家
圧

・
岱
歳
）

問
問
さ
ん
は
、
町
尚
工
会
則
事
、

刷
会

μ
、
会

μ
を．

m任
さ
れ
、
初

年
間
に
わ
た
り
朝
川
町
の
商
i
策
発

凶
に

Mhμ
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
、
又
化
功
労

色 m

j章
博
文

上
町

48 
歳

魚
津
さ
ん
は
、
下
校
院
（
歯
科
）

と
し
て
、
引
年
に
わ
た
り
、
検
誇

及
び
健
康
的
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

雨
上
が
り
愛
犬
の
目
に
鰯
雲

す
っ
き
り
し
ま
し
た
ね
。
し
か
し
、

放
渉
の
情
景
は
わ
か
り
ま
し
た
が
、

。

俳
句
は
「
山
分
」
を
品
ん
だ
ほ
う
が

試
持
ち
が
伝
わ
り
ま
す
。
あ
え
て

「震
犬
」
の

「愛
」
を
と
り
、
向
分
を

入
れ
ま
す
。

雨
上
が
り
え
と
眺
め
る
鰯
雲

「
と
」
が
人
る
と
れ
八
と
れ
分
が
い
る

こ
と
を
ぷ
引
で
き
ま
す
。

こ
れ
で
、
山
よ
が
り
の
鰯
主
の
一卜、

愛
犬
と
じ
ゃ
れ
あ
い
な
が
ら
散
少
す

る
作
行
が
け
ん
え
て
き
ま
す
e

こ
れ
で
完
成
で
す
。

＋
R

－
R

＋
問

責

＋

R

－
R

い
か
が
で
す
か
っ
こ
の
よ
う
に
出

い
つ
い
た
句
か
ら
情
京
を
深
く
考
え

同
し
て
い
く
こ
と
を

「
椛
敵
」
と
パ

い
ま
す
。
俳
句
づ
く
り
の
削
側
叫
は
、

こ
の
「
批
仙
」
の
迎
れ
と
山
米
上
が
っ

た
川
の
か
び
に
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
つ

で
は
、
早
速
俳
句
づ
く
り
に
挑
戦
。

山
米
上
が
っ
た
句
は
、

ur
陥
の
行
俳

句
会
に
ぜ
ひ

“

位
刈
し
て
く

だ
さ
い
。

f

斡
越月

ω
瞳ヨ’
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山泰
本 な
真 く

（之 て
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間 ゑ
ぎを
年 E! 

先
月
け
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紛
介
し
た

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
続
き
、
今
月
は
パ

．． 

谷

開

斗

く
ん

南
保

・
越
の
谷
英
明

・

千
容
さ
ん
失
安
の
長
男

（平
成
ロ
年
3
月
時
円
生
｝

黒
坂

や
西
ち
ゃ
ん

平
柳
ニ
区
の
黒
坂
吾
郎
・

陽
子
さ
ん
夫
袈
の
長
女

（
平
成
問
年
2
月
2
日
生
）

レ
l
ボ
l
ル
で
町
山
県
H
時
交
流
ス
ポ
ー

ツ
事
業
に
参
加
し
た
山
本
丹
の
澄
明
で
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
を
辿
し
て
い
任
地
に
な
れ
た
の

で
楽
し
か
っ
た
」
と
話
す
山
本
村
は
、
ポ

仰
に

mw川
却
を
勉
強
し
た
り
、
間

mな
会

問

T

州
の
本
を
倒
立
し
て
交
流
に
「
挑
み
」
ま

し
た
が
、
思
っ
た
以
上
に
辿
じ
什
う
こ
と

が
で
き
、
山
政
泌
く
ま
で
訴
を
し
た
り
、
遊

ん
だ
り
し
た
そ
う
で
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ぷ
什
の
ほ
う
は
、

同

じ
中
川
子
校
チ
l
ム
で
参
加
し
た
抑
川
が
勝

利
し
ま
し
た
が
、
円
熟
し
た
ゲ
i
ム
と
な

り

「悔
し
い
け
ど
M
向
に
戦
え
た
の
で
満

足
し
て
い
ま
す
」
と
、
山
本
必
は
競
技
の

方
も
允
実
し
た
よ
う
で
し
た
。

「食
文
化
も
追
い
、
円
本
の
食
べ
物
が
甘

い
と
行
っ
て
い
ま
し
た
。
円
本
料
理
と
抑

同
料
理
が
半
分
ず
つ
山
ま
し
た
が
、

い
な

り
ず
し
が
特
例
の
人
に

M
却
で
し
た
」
と

楽
し
そ
う
に
ぷ
す
山
本
付
。
一

病
勉
強
に

な
っ
た
こ
と
は
っ
・
と
聞
く
と

「帥
川
の
人

む
け
本
訴
を
勉
強
し
て
き
て
く
れ
た
。
伐

た
ち
も
mw川
却
を
勉
強
し
て
い
っ
た
。
お

ば
い
の
そ
う
い
う
気
持
ち
と
、
伝
え
よ
う

と
す
る
思
い
が
あ
れ
ば
、
志
川
心
は
辺
じ
る

ん
だ
な
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

一
生
に

J

度
あ
る
か
な
い
か
の
川
会
い
と

経
験
で
す
」
と
き
っ
ぱ
り
w
合
え
て
く
れ
ま

し
た
。

二

期

一
会』
。
こ
れ
か
ら
羽
ば
た
く
山

本
君
に
こ
の
青
葉
を
附
り
ま
す
。

きわやかさん

中
野
未
希
さ
ん

（焼
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

払
の
将
米
の
拶
は
、
行
楽
関
係
の

仕
引
に
つ
く
こ
と
で
す
。
私
は
今
、

ピ
ア
ノ
を
判
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
サ

ー
ト
で
は
、
ピ
ア
ノ
や
マ
リ
ン
バ
や

ベ
ル
を
部
炎
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で

一
つ
の
山
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
が
う

れ
し
か
っ
た
で

す
。
こ
の
経
験

を
生
か
し
て
こ

れ
か
ら
も
い
い

曲
を
ひ
い
て
い

き
た
い
で
す

下
山
達
郎
く
ん

（清
水
町
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

ぼ
く
の
拶
は
プ
ロ
野
球
選
手
に
な

る
こ
と
で
す
。
今
ぽ
く
は
、
少
年
野

球
で
ド
に
ラ
イ
ト
を
守
っ
て
い
ま
す
a

プ
ロ
野
球
選
予
に
な
っ
た
ら
守
備
や

攻
げ
き
で
も
前
脱
し
て
、
み
ん
な
か

ら
信
ら
い
さ
れ
る
選
手
に
な
り
、
プ

a

ロ
野
球
か
ら
メ

ジ
ャ

l
リ
l
ガ

ー
と
な
っ
て
外

同
で
も
活
縦
し

た
い
と
思
っ
て

い
ま
す｝篠田理恵さん （25最 ・三枚橋）

一一 JAあさひ野一一

私たち四季彰グループは、中央公民館の絵手紙教室 （平

成10・12年）で学習した有志が集まって、月 1回（第2

木曜19:30～21 : 00）季節の絵手紙を楽しんでいます。

活動日には、 f描きたし＼jと心をかきたてる花、鳥、野菜

などを手にして、早々と福拙センターの研修室に入り、基

本の縦曾きの練習からはじめます。 1分で10＇￥の速さで、

心を集中し、線を刻むつもりで15分間ほど練習の後、絵手

紙に入ります。実物をよく観察してそのとおりに描きます

が、同じ題材でも、観る角度や感じ方で同じものがこつと

できません。

そして、いよいよ彩色です。彩色はたたくように手早く

部分的に白く塗り残すのもコツのようです。 そして、塗リ

終えたらその気持ちをすぐにIことばJで書き添えるように

します。これで出来上がり。

完成後は全員で品評です。岩崎正子先生 （指導者）から

いろいろと指導をしていただき、ほめられ、「豚も木にのぼ

る思し＼j；をさせてもらっています。

この4月から、有機苑の好男女さんへの贈り物として誕

生カードを作らせていただいております。「出来映えよりも

心！ Jを届ける喜びを与えてもらっています。

サークルへ入会されたい方は、朝日町中央公民館 （電話

83-3316）へご連絡ください。お待ちしております。

に魅せられて『下手がいい』

水
野
古
都
さ
ん

（辻
岩
崎
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
6
年

私
の
将
米
の
少
は
、
パ
テ
ィ
シ
エ

に
な
る
こ
と
で
す
。

m巾
は
、
テ
レ

ピ
を
け
ん
て
、
私
も
み
ん
な
が
お
い
し

い
と
士
け
っ
て
く
れ
る
お
恭
子
を
つ
く

り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
た
く
さ
ん
お
必

f
を

作
っ
て
、
少
し

’
 

で
も
上
手
に
な

っ
て
、
事
を
実

呪
さ
せ
た
い
で

す
。

※先月号で、あさひ野小学校水野古都さんの写真が悶遭っていました。 ご迷惑をおかけしましたことをお話びし、 再渇~いたしまず。

園轟.

電ユ

大
平
麻
衣
子
さ
ん

釜
山
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
6
年

私
の
将
米
の
拶
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
滋
子
に
な
る
こ
と
で
す
。
わ
け

は
、
今
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
仰
っ
て
い

て
、
つ
ら
い
こ
と
も
あ
る
け
ど
決
し

い
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
練
押
を
か
さ
ね
て
、
強

く
な
っ
て
み
ん

晶
、
な
か
ら
応
隠
し

、？

10

て
も
ら
え
る
よ

う
な
滋
子
に
な

り
た
い
で
す
。

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

ま
さ
に
地
冗
密
着
の
職
場
、

に
入
社
し
て
3
年
闘
で
す
。

昨
作
皮
ま
で
は
金
融
の
窓
円
を
担

中
ー
し
て
い
ま
し
た
が
、
A
J

は
山
機
川
パ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
下
務
を
し
て

い
ま
す
。

金
融
の
と
き
と
は
か
な
り
職
舶
が

迷
い
ま
す
が
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕

引
が
で
き
る
こ
と
と
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
た
の
で
市
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
山
い
こ
な

し
て
い
る
と
は
と
て
も
え
え
ま
せ
ん

が
、
使
命
感
に
燃
え
て
い
ま
す
（
笑
）
。

以
前
は
lx
所
勤
務
だ
っ
た
の
で
、

そ
の
地
域
の
万
々
が
対
象
で
し
た
が
、

今
度
は
川
全
体
が
凶
係
す
る
仕
引
に

変
わ
り
ま
し
た
。
お
符
さ
ん
の
劇
や

名
前
が
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
く
て
。

そ
れ
に
、
ま
だ
ま
だ
朝
日
町
に
詳
し

く
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
町
内
名
や

地
M
R
ヤ刊を

af
H

わ
れ
て
も
ピ
ン
と
こ
な

い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
M
T
く
こ
の
状

況
を
克
服
し
て
、
き
ち
ん
と
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

休

H
に
は
反
述
と
口
い
物
な
ど
に

山
か
け
ま
す
。
μ
竹
や
秋
の
山
焼
則
は

忙
し
い
附
則
で
す
が
、
ぜ
ひ
海
外
旅

行
に
も
行
き
た
い
で
す
ね
。
去
年
仰

倒
へ
行
っ
て
き
た
の
が
楽
し
か
っ
た

の
で
、
そ
れ
が
今
の
私
の
伺
抑
で
す
。 A -
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企ヒスイ

投
稿
コ
ー
ナ
ー

あ
っ
！
と
い
う
ま
に
夏
休
み
も
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
も
う
9

灯
で
す
。
こ
の
兵
も
い
ろ
い
ろ
な
出

来
官
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

A
f
什
の
テ
ー
マ
は

「
夏
休
み
の
事

件
簿
」

で
す
。
さ
て
み
な
さ
ん
の
ま

わ
り
に
起
こ
っ
た
下
件
を
印
刷
介
し
ま

す
。
ま
ず
は
・

台
所
で
「
ア
リ
」が
大
量
発
生
・－
e
H
・

思
わ
ず
悲
鳴
を
あ
げ
ま
し
た
。

か
っ
た
・
。

コ
ワ

（
p
．N
コ
ン
ビ
ィ
さ
ん
）

＠
ま
さ
に
「
引
作
」
で
す
ね
。

小
さ
な
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

友
達
ん
ち
で
ブ
ツ
コ
ワ
レ
た
こ
と

だ
。
扇
風
機
に
あ
た
っ
て
た
ら
ブ
ツ

コ
ワ
レ
ま
し
た
。

（P

N
ア
ッ
プ
ル
さ
ん
）

＠
プ
ッ
コ
ワ
レ
た
の
は
い刷刷
機
っ
そ

( 12) 

じ
吋戸

・回目
胸に光るLJfおLtけカードj。今日はおばけ大会です

( 12) 

宮
間
保
保
湾
所
の
巻

｛猿
の
災
難
け
〕

（

2
成
児
）

Y
く
ん
「
あ
の
ね
l
、
大
き
い
ば
l
ち

ゃ
ん
ね
え
、
パ
ク
チ
す
る
が
1

』

川凶
行
上
「
え
つ
け
パ
ク
チ
つ
」

Y
くん

「
サ
ル
が
ね

l
、
と
う
も
ろ
こ

し
以
っ
て
く
か
ら
」

そ
れ
っ
て
パ
ク
チ

似
行
トL

「Y
く
ん
、

ク
じ
ゃ
な
い
つ

Y
〈
ん
（
ニ
ヤ
ッ
と
し
て
）「
う
ん
！
パ

ク
チ
ク

〔さ
ん
ぺ
い
で
す
〕

山
口
町
に
わ
き
幼
主
以
に
し
て
き
た
O

5
政
川
ル

く
ん

保行い
L

「D
く
ん
か
っ
こ
い
い
1

似
合
う
よ
」

M
なん

「本中
I
！
ち
ょ
っ
と
さ
ん
ぺ
い

み
た
い

（
も
の
ま
ね
を
し
て
）

な
い
が
つ
・
』

N
な
ん
「
ん
i
な
ん
か
精
細
に
で
れ
る

か
も
』

〔が
ん
ば
れ

2
本
？
〕

3
・
4
・
5
政
見

み
ん
な
で
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ツ

プ
の
ね
を
し
て
い
る
と
き

2
－
 

仇

f
l

「が
ん
ば
れ
に

っ
ぽ
ん
H

－

企桜 If~ ＊乱舞（？）

(!.t! 
(i 

『さ
ん
ぺ
い
で
す
ご

「
D
く
ん
、
さ
ん
ぺ
い
じ
ゃ
な

R
hゃん

「私、

に
ほ
ん
応
援
す
る
」

、
、，

，

L
・刀
、レ，

。
く
ん
で
す
』

K
く
ん
「
伐
も
に
ほ
ん
』

A
Pλ

「
私
は
ね
、

い
っ
ぽ
ん
H

」

れ
と
も
・
つ

事
件
は
そ
ん
な
に
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ラ
イ
ブ
に
行
っ
た
の
が
、

と
て
も
サ
イ
コ
ー
で
し
た
。

（P
N
3年
2
組
さ
ん
）

＠
こ
の
ラ
イ
ブ
よ
か
っ
た
み
た
い
で

す
ね
え
。
こ
の
は
が
き
の
他
に
も
、

「民
か
っ
た
で
す
』
と
か
、
「
十
れ
き
た

か
っ
た
な
あ
」
な
ど
多
数
川
い
て
い

ま
し
た
。

来
同
の
テ
ー
マ
は

「秋
の
過
ご
し

方
」
で
す
。
み
な
さ
ん
の
こ
の
秋
の

過
ご
し
庁
や

M
mな
ど
れ
れ
い
い
で
巡
っ

て
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
メ

l
ル
で
の
投
恥
や
ご

立
見
も
受
け
付
け
ま
す
。
ア
ド
レ
ス

は
さ
才。
＠
5
乏コ

ω
S
E
5
v
hs
g
E

た
く
さ
ん
の
投
稿
お
待
ち
し
て
ま
す
。

※
投
稿
者
の
み
な
さ
ん
へ

氏
名
の
掲
岐
が
凶
る
場
合
は
、
氏

名
の
ほ
か
に

「制
名
希
叫
し
」
や
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
お
川
き
く
だ
さ
い
。

み
ん
な

「

つ

（
お
布
団
と
ら
な
い
で
i
！
〕

（

2
綴
児
）

布
問
を
F
し
で
あ
る
の
を
児
て
・
－
b

N
2
ん「
あ
S
私
ね
ら
れ
ん
く
な
る
l
』

似
向
上

『ど
う
し
て
？
」

N
hy〆「
だ
っ
て
お
日
さ
ま
に
お

ω川

と
ら
れ
ち
ゃ
う
」

8
m
w
Oイ
ズ

·~~ 

｛問
題
〕

①
い
よ
い
よ
朝
日
町
に
も
や
っ
て
く

る
C
O
T
V
！
O
に
入
る
の
は
つ
－

A. 

c. 

B. 

A 

B 

c 

②
必
川
海
伴
で
聞
か
れ
た
地
引
き
制

と
大
漁
な
べ
大
会
。
か
か
っ
た
魚

み
よ
幻
j
J
H
41

〉

，L

’ψ
市’
ur

u
r

4
18 
c. 

ハU
1

A. 

B. 

5
1t 

〔応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
円
い
て

9
月
げ
日

（当
川
消
印
引
効
）
ま
で
役
場
総
務
以

総
務
民
知
係
（
干

mm
・0
7
9
3明
H

町
道
下

1
1
3
3）
へ
送
っ
て
く
だ

さ
い
。
抽
選
で

3
人
に
凶
占
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

9
川
け
の
wl
選
有
は
、

p
．
N
ア
ッ
プ

ル
さ
ん
、

P
N
3
p
e
a
c
eさ
ん
、

ρ

N
3作
2
制
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

町長のひとりごと

真夏。 こんなにも暑い日が続

くとは一。自分の健康を守るこ

とすら難しいのですから、動

物 ・食物たちはっと考えます。

今年も米は豊作とか。しかし味

は？お米離れを心配しておりま

す。

先月の台風被害は、我が町で

は小さいものでしたが、氷見市

では土砂崩壊が起きました。幸

い住民の方々が自主的に避難さ

れ、人災がありませんでした。

これらは治水砂防事業の成果で

あり、県内35市町村のさらなる

願いを、国土交通省など関係機

関に要望してきました。局地的

豪雨による被害が増えてきまし

た。“備えあれば憂いなし”で

す。「災害は必ず起きるJと思

い、皆さんと共に気を引き締め

ていきたいと思います。

先月、スイス山岳観光交流視

察団（60名）に「参与jとして参加

しました。鋭い槍のようなマツ

ターホルン（4478m）、名峰ユン

グフラウ（4158m）、メイヒ

(4099m）などの景観を望み、ア

イガー北壁の雄姿も堪能。まる

で空中エレベーターのような

ロープウェーで到請したエギュ

イュ・デユ ・ミディ（3842m）で

は、丸みを帯びた最高峰モンプ

ラン（4807m）、鋭い山容のグラ

ンド・ジョラス（4208m）の対照

的な美しさに感動しました。ス

イスの首都、ベlレンの旧市街地

も視察。ヨーロツパアルプスで

初めて世界自然遺産登録を受け

た経緯の説明を｜剖きました。

f自然の保全と観光開発の両立

は可能Jとの観光局長さんの話

に、参加した意義を感じました。

休暇での参加、しかしこれから

の町づくり ・地域づくりに生か

していきたいと思います。

終わりに。9人制バレーボー

lレ大会HJSUICUPに参加した全

国の トップ6チームと役員など
110名とともに、ヒスイ海岸で

のバーベキューにて交流をしま
した。大会を成功に導いた関係

者に感謝申し上げます。

IE・



啓不
発法
り投
1棄
ヲ防
レ止
ツ看
ト板

川川
H
．川

f

小
法
投
占
拠
の
防
止
片
山
中
に
閲

す
る
条
例
が
、

8
川
l
H
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
町
内
に
川
町
紅
、
ま

た
は
通
過
す
る
矧
光
存
も
川
象
に
な

る
こ
と
か
ら
、
川
で
は
条
例
を
P
R

す
る
た
め
の
な
石
阪
と
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

石
似
は
、
縦

m
Jr，横
1
2
0
JhJ
の

横
長
の
タ
イ
プ
が

5
箇
所
と
、
縦
印

パシ
般
市

JHJ
の
縦
長
タ
イ
プ
が
加
筒
所

の
介
わ
せ
て
お
問
所
品
川
し
、
「
ポ

イ
捨
て
を
す
る
と
条
例
で
間
せ
ら
れ

ま
す
』
と
諮
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
ぷ
紙
に

新
制
の
城
山
か
ら
の
町
の
風
対
を
配

置
し
、
内
容
は
、
条
例
の
対
象
者
、

川
民

・
犬
の
飼
い
主

・
事
業
者
の
口

務
、
市
川
の
則
定
な
ど
、

イ
ラ
ス
ト

を
入
れ
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
、
条
例

の
抜
粋
も
記
載
し
て
い
ま
す
。
作
成

部
数
は
約
2
0
0
o
mで
、
川
の
公

共
施
設
だ
け
で
な
く
、
民
・
制

・
旅
館

等
宿
泊
施
設
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
ア
ス
カ
、
川
地
中
段
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア、

J
R
川
駅
な
ど
に
配
附
さ

れ
て
い
ま
す
。

長 官え

完;J
、，『＋二忌

一向

U
J

ヤら
れ
U
J

r
竺

y
f
ィ

三日
~..F.Y 

新
川
出
域
同
事
務
組
介
で
は
、

地

域
に
常
治
し
た
親
し
み
の
あ
る
ケ
l

⑦
泡
訊
橋
口
ワ

上
記
の
終
的
U
を
明
記
し
、
山
製

F
A
X
の
い
ず
れ
か
の
山

す プ
採 。ノレ
用子
者レ
与三
宮；：
i=J ~乙

~予
周 屯ピ

道；外
し f;Iミ
てし
おま

は
が
き
、

法
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

お

一
人
械
何
通
で
も
ご
応
必
で
き

り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
l
・
ど
し
ど

ま
す
が
、

l
泌
に
つ
き
l
愛
祢
で
お

し
ご
応
必
く
だ
さ
い
け

附
い
し
ま
す
。
l
辿
で
制
限
数
の
愛
祢

を
応
…
持
さ
れ
た
均
合
は
、

無
効
と
さ

O
応
募
方
法

①
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
愛
称

②
愛
林
の
山
米
、
剛
山
咋

③
郵
便
釆
川

η

④
住
所

⑤
氏
名

⑥
年
齢

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

O
応
募
期
限

平
成
凶
作

9
川

ω日
ω必
泊

O
賞
品

採
問
弁
に
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江
川
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ι
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mi園

・クラブ対抗野際大会

1日（防総合グランド 9・00～
・3市1郡バドミントン大会
1日（印サンリーナ 8:30～

・新川地区中学新人サッカ一大会

7日ω多白的広場 8:30～ 

・県パスケットボール総合選手権大会

8日目サンリーナ 9:00～
・第19回全国ピーチボール銭授大会

14日ω～15白日サンリーナほか 8:35～
・下新川郡中学秋季大会

20日働町文化体育センター

・県世代交流ゲートボール大会

22日（日） 多目的広湯 8:30～ 

・新川地区中学バスケットボール大会

27日掛～28日制サンリーナ 8:30～
・新川地区中学柔道大会

28日ω格？王室 8:30～ 

・北信越レディース卓球大会

28日出～29日目 サンリーナ 830～ 
・県バスケットボール総合選手権大会

29臼 日第2体育室 8:30～

第
羽
田
下
新
川
郡
民
体
育
大
会

（6
／
2
1
サ
ン
リ
｜
ナ
ほ
か
）
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ボ
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ボ
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シ
ン
グ
ル
ス
必

川
削
工
V
剣
道
マ
山
下
の
部
朝
日
V

テ
ニ
ス
マ
男

f
の
部
朝
日
A
V
サ
ッ

カ
ー
マ
F
－

F

J
V
ピ
l
チ
ボ
ー

ル
マ
引

f
マ
A
ク
ラ
ス

n．
w．
0
マ

C
ク
ラ
ス
大
家
出
ピ

l
チ
ボ

l
ル
愛

川町会
マ
D
ク
ラ
ス
州
マ
タ

f
マ
A
ク

ラ
ス

V
R
N
U
S
マ
uu
ク
ラ
ス

一コ
コ
ヨ
ミ
マ

C
ク
ラ
ス
ふ
み
ひ
と
は

り
マ
E
ク
ラ
ス
大
家
作
ス
マ
イ
ル

A

マ
中
山下の

m
Vバ
レ
ー
ボ
ー
ル
マ
川
山

下
削
日
中
V
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
マ
引
f

マ
団
体
朝
日
中
マ
ダ
ブ
ル
ス
江
端
祐

平

・
～
礼
端
恭
平
純
マ
シ
ン
グ
ル
ス
小

川牧利一
V
柔
迫
マ
山
下
マ
川
体
制
川
中

マ
例
人
民
同
級
石
附
尚
忠
マ
印
同

級
米
丘
主
佑
マ
郎
同
級
山
口
隼
人

マ

η
同
級
川
刊
行
お
州
太
マ
引
い
時
級
竹

内
太

一
マ
m
w
M級
山
了
附
人
マ
卯

同
超
級
河
付
道
生
マ
女
子
マ
団
体
朝

日
中
マ
個
人
科
同
級
世
用
久
夫
子

マ
必
同
級
以
長
郷
マ
位
同
級
越
川

裕
肴
マ
日
同
級
間
的
智
子
V
剣
道

2
位
京
美
郷
マ
臼
同
級
l
紋
越
川

桁
香
V
剣
道
マ
ル久
子
伺
人

3
伎
椅
れ

利
恵

全
国
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（
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友
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会

サ
ン
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｜
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マ
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マ
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マ
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人
市
川

尚
樹
マ
久
子
マ
個
人
梢
引
利
息
V
サ

ッ
カ
ー
制
日
中
V
陸
ヒ
マ
男
子
マ
4
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0
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マ
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岡
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宋
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マ
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×
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o
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l
制
日
中
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郎
V
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迫
マ
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年
久
野
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小

説
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年
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分
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太

全
日
本
レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
県
大
会

（6
／
初
入
善
町
）

3
似
レ
モ
ン
ズ

県
夏
季
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

（7
／

ア
宇
奈
月
町
）

V
少
年
久
子
3
似
じ
坪
山
一一栄

県
ス
ポ
少
競
技
別
総
合
交
流
大
会

（
ア
／
日
、
日
富
山
市
ほ
か
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V
ミ
ニ
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ス
ケ
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ボ
ー
ル
マ
引
f

2
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刺
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ワ
l
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ッ
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ボ
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／
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町
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県
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（
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／
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小
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ほ
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級
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似．
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忠
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3
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体
3
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中
マ
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人
科
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級
l
似
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口
五
必

子

2
位
九
刊
し
川
久
美
子
マ
将
同
級

第
3
回
こ
ぶ
し
カ
ッ
プ

（ア
／
幻
、

お
福
井
県
）

V
児／
rJ
l
位
制

H
パ
ワ
l
キ
ツ
ズ

グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会

（
ア
／
お
多
目
的
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場
）
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伶
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野

2
位
楽
川

3
仰
は
し

や
ま
A

第
包
囲
三
町
町
長
杯
野
球
大
会

（ア
／
は

i
総
合
グ
ラ
ン
ド
ほ
か
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2
似
ト
ラ
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テ
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叫
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｜
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／
お

9月のスポーツ

医療の現場から

頭位性めまい症について
めまいはよくみられる症状

のひとつですが、その原因は

多肢にわたります。 一般的に

めまいが起こると脳の異常を

心配し、まず脳外科や内科を

受診される方が多いようで

す。確かにめまいは脳梗塞や

脳出血の症状の一つではあり
ますが、その場合、麻達、し

びれなど他の症状も伴うこと
が多く、実際には脳以外に耳

の異常によるめまい（耳性め

まい）である場合がよく見受
けられます。

さて、その名前がよく知ら

れている「メニエール病jは、

この耳性めまいの代表です

が、本当にその病気にかかる

方はそれほどいません。つま

り自分はメニエール病だと思

い込んでいる方が意外と多い

のです。一方、あまり知られ

ていませんが、よくみられる
の力事貢位性めまい症です。こ

れは頭を動かした時（就寝時、
頭を枕につけたとき等）に生

じる短期間の激しい回転性の
めまいが特徴的で、耳の中に

あり体のバランスを保ってい

る耳石という物質が、他の感

覚器に迷いこんで、そこを刺

激することで起こると考えら

れています。最近、 理学的療

法（頭を少し転がす）で治る
ことが分かってきました。当

科でもこの治療をよく行って
いますが、劇的な効果を示さ

れる方も少なくありません。

めまいでお悩みの方は一度
耳鼻咽喉科を受診されてはい
かがでしょうか。

あ
さ
ひ
総
合
病
院
耳
鼻
噌
喉
科

高

田

訓

医長

－・
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f三匹のこぶたjがやってきたよ！
一影絵劇団［シル工ツト9Jが保育所公演一

中高校宝13人でつくる影給劇団 ［シルエット

9Jが8月6～9日、町内の保喬所を巡回公演し、

与どもたちを大喜びさせました。

恒例となったこの巡回公演ですが、今回上演し

たのは f三匹のとぶたj。スムーズ芯動きでこぶた

や狼を操る「シルエット9Jに；子どもたちはどん

どん引き込まれたようす。 f~~の途中にこぶたを聞
けるために狼から出題されたクイズには、大きな

声で答えて、見事こぶたのピンチを救いました。

飛べ！わたしたちの紙飛行機！
一笹JIIでr：子どもスキップ2002J一

学枝週5日制に対応し、ミ子どもたちに掌授ではで

きない体験をしてもらおうと、笹川地区多目的施設

「共生の里さ＝郷Jを会場に8月11日、［号どもスキ

ップ2002Jが聞かれました。

町PTA 連絡協議会などで構成する朝日こどもふ

れあい実行委員会が主催し、約50名の児童が竹と

んぼ、紙飛行機づくりや青竹に米や異を入れたかや

くご飯、ねじパンづくり芯どを楽しみました。

同実行委員会では、舎後もさまざまな活動を計画

しています。

生きがいと創造の拠点に
一山崎地区多目的施設fやまざき紅悠館j強工一

山崎地区の旧山崎小掌校跡地に建設が進められて

いた多目的施設がこのほど完成し8月8目、現地で

践工式が行われました。

式には魚津町長、 中陣議長、永口区長ら関係者約

60名が出席し、テープカットや記念植樹を行い、

完成を祝いました。

完成した施設は木造一部鉄筋コンクリー卜平屋建

てで、 延べ743.4平方旬。｛本喬館、文化教室や地区

の祭りの練習などに使える研修室を備えています。

大漁！大漁！ホントの大漁なベ
ー赤川海岸で地引き網と大漁なべ大会一

夏休みの吾どもたちに、海での体験と地元の歴史

への関心を深めてもらおうとア月27日、地引き網

と大漁なべ大会が聞かれ、 約150名が赤川海岸に集

まりました。

赤川漁協所属の漁師が沖合いに網を仕掛け、海岸

で参加者がロープを引っ張り、網を弓｜きましたが、

網の中には、アジ、ヒラメなど約4キロが力、力、り、予

どもたちは歓声をあげていました。

かかった魚を材料に大漁なべ力心3＼るまわれ、参加

者は「ご満悦jのようすでした。

人命救朗に空と陸の連携
一地上救急隊とヘリコプターの連携訓練一

朝日町消防救急隊と富山県消防防災へリとの連

携訓練が8月7日、サンリーナクラウンドで行わ

れました。

訓練は、 1噴き、軍が傷病蓄をヘリコブターに乗せ

替えて他病院へ運ぶ場合と、ヘリコプターが傷病

蓄をグラウンドまで運び、 救急車に乗せ替えると

いう2つのパターンを行いました。

県消防防災へリ Iとやまjのまきおこす土煙が、

隊員たちの緊張感と重なり、本番さながらの迫力

となりました。

Ne~s .~Topics 
広報係では、あなたの回りの身近な話題を待っています。

n83-1 1 oo 内線213へ

特産バタバタ奈を自分たちの手で
一小学生がパタパタ茶摘み体験一

町の特産昂について学ぼうと、パタパタ茶の茶摘み

体験がア月29日、なないろKAN前の茶畑で行われま

した。

参加したのはわんぱく遊びサークルゃあさひ野小零

校児童ら約5o:g。指導者から説明をうけた後、はさ

みを持って茶畑に入り、ていねいに摘んでビニール袋

に入れ広がら Iこんなに大変だと思わなかったjと話

すなど、製昂になるまでの舌労を感じとつていました。

茶葉は釜ゆで ・発酵させ、 9月に訊飲会を行う予定

です。

・国・
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健康インフォメーシヨン
問い合わせ：保健センター ft83-3309 ※母子同u持参

－・

ホ 3長 字； 月 H f-瓦 J幼（ 対象 行 ~lj. ) 受付｜｜寺IMJ

9け611・1311・
健康体操教室 201 1・271l 

保健センター
(li'i守Uf) L、ずれも（金）

9.30～ 

9月6II・1311・
2011・ 2711 

保健センター
L、ずれも（金）

健康相談
9:30～l I :30 

｛相談合C授賞｝ 9灯311・1011・

* ;j; 2 ~往H~11 C土保健センター
1711・2411

老人柄祉センター
いずれも （火）

で公設相。淡
13:30～15:00 

9)11811 （ノド）
1主幹現i五センター

13:30～15:00 

心 の 健 康 相 談 9月2II ・3011 

［，ち，；；約制です巨（人が合の屯5十~~iで者1 2らの2叉’三4けrまi・μす3ηj｜ いずれも （JI)
新川rr;r.’ヒセンター

ほしうま性す t 3:00～ 13:30 

女性 の健 康相談 毎迎念日出lI 
新川υ’1＝.センター（出蜘 ら即l'IUIに似性） 13:0い 5:00

の身体的 ・M~I＇的悩み

マタニテイ教室・赤ちゃん広場※
9rl 1011 （火）

（自印刷川 10:00～l I :30 保健センター

ちゃんとその付飢

ゆ めっ こラ ンド 9Jl 5 I I・l911 

（ 附 未 入 山
保健センター

当記絞 9:30～l I :30 

ゆめっこランド自由開放 g n 1211・2611 

（河家附.＜m主足 未川人川川川1内所g折削山i刊り J 
L 、ずれわ （ ~＼ ） 保舵センター
9:30～l l・：30

4か月児鍵診※ 9H2411（火）
保健センター

(14勾05 J1 ~主まれ） 13:00～13:30 

1歳6か月児健診※ 9Jl2611 （本）
保健センター

(13年2灯、 3JI’I＇.まれ） 13:00～13:30 

2回目フッ素塗布※
9 J-1 I 91 I l ~＇） 

( J2lド811.9JI＇川 13：・ 00～13:30 保健センター
ηflt~3の民：~/j；守lされたIiのみ

歯

手ヰ
3回目フッ素塗布※

(' 21r;211. 311’L.Utで l制） 9 J-12611 （本）
保健センター

か1'1Jlt，；~の~/j,"ll .'.1 れ、 l琉に t3:oo～13:30 
横 2JuJのゆIiiが市んて’いるIi

s号，~ 4回目フッ素塗布※

(' l年8JJ.9J 1’I.まれで.I A握、 9Jll川正） 保健センターI 6b•I J健診時間され既j 13:0…30 I 
に3同の喰l1il.:;,lんτいるん・

0あさひ総合病院

人をいつくしみ 0人を理解し v 人をいたわり o人を愛し o人を信ずる

このl以が社会福祉のゆである． 

．．．
 ．
 
．
 
．
 

社会福祉協議会だより

ふくし 朝日町社会福祉協議会は、

み なさんと共に地域の福

祉向上を目指す民間社会福

祉団体です。

事務所 朝日町福祉センター内

ft 83-0576 
固 83-1589

〆 、
vτ ’ ，也 、JよA ............ 

一
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日時 10月1日ω午後1時30分

場所 アゼリアホール

語頭
朝日町社会福祉大会

司、 ニー，，

初料（4人分）

オクラ ・・・・…...・・70g I'!いりごま ー・0・・少々

蛇徽il1ti潟ミックス I0 g tl;,¥ ・…0・0…・・/j、さじ l/3

ちりめんじゃこ・・・30g 砂制・0・大さじ 1. 1/2 

酢………一大さじ2

内容 ・式典及び表彰

．講演会

演題 「自分で創る自分の人生J
講師 富山県金電車広穏アドバイザー

連絡儲議会寧務局長

淳書生氏
① オクラは出納でして、ポを くぐらせて冷ま

し、小｜｜切りにする。ちりめんは仰でて、

冷ましておく。

②i航海は1）＜でもどして、しぼっておく。

③ 酢、［沙私If、fffiiを合わせる。

④③に、tl1jj出、オクラ、ちりめんを人れて利え、

小鉢に盛った Hこ、白いりごまを散らす。

離職者受援資金貸付制度
らかなこと

笠計申I白書の失業によって、笠計 ＠笠計中l白書が離

の維持が困難となった世帯へ生活資 鵡の白から2年

重をお質しします。 （持別の場合 3

．貸付対象 年）を超えてい

①生計申I~＼蓄の失業によって宝計の ないこと

維持が困難となった世需 ⑤生計申1C1蓄が雇

②生計申IC＼蓄が就労することが可能 用保険の一般求

で、就職活動等を行っていること 職者給付を受給

③主計申l白書が就労することにより してい与いこと

恒需の今後の笠活の男通しがあき

9月の休日救急診療当番医諸~＝～午後5跨
一
1目（日） 申 川 医 院 ft82-0120 

8日（日） 煩東病院 ft83-2299 

15日（祝） 松宮医院 ft82-0051 

16日（娠） 丸川病院 n83-3391 

22日（日） 寺 崎医院 n82-1118 

23日（祝） 煩東病院 n83-2299 

29日（日） 橘 医 院 n82-0791 

．
 
．
 
．
 

．
 

．
 
．
 
・

－ 

． 

. .，~ 

町内の社会福祉関係者及び町民が一堂に会して I地域住

民総参加による住みよい町づくりを推進し、tl!lt蔀福祉の向

上を図るjことを目的として、朝日町社会福祉大会を開催

します。みなさんのご来場をお待ちしております。

入場は問料です。

貸付限度額 月額20万円（単身世需は10万円）

貨何期間 12か月以内

貸付金の利率 年3%

達手持保証人 原則として2名 （別世帯）

貨何の 慣還
据置期間6か月（無利害）

5年以内償還

．詳しくは、羽田回社会福祉協貌会へご相談ください．

得，ありがり
~ あたたかい志

．ひまわりの会さんから

ω朝日旬善意銀行

(7月11日～8月10日）

• v シ ョ ッ プJtl.l11i' さんからつり銭必

金を制M；のために 9.959111 

‘’とく名さんから 15.0001'1 

till・H83-1.160 第2 ・第4土曜日は外来fホ~（試行）です。
急患は夜間・休日を悶わず、 24日寺聞いつでも受け付けします。

•＊ょj~郁 ・ I I1 IJ~ 治平さんから似割引リl

11 lllfの発阪を願って 3.000円
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~ o受験願受け付け場所

・乙臨第I・2・3・5・6＇浜13:30～15:30：法務大臣の任命によって選ばれる人

有料道路における障害者割引 i・仏l極 13:30～14:45 jたちで、現杭約540人います。

身体または知的に附；i~ を持つ人が： 0願書受け付け期間 ；〈無料公証相談会〉

イJ料迫Im を利川する ~＼｛~ 、、｜土官民にな ？ 9月I81 1(1］＜）～26 1 1 （~－：） ：日時 l 0月l011（木）午後 l時～4l l~j 

る剖引，i1Eを交付しています。

①身体障害者本人が運転する場合

：場所 魚津サンプラザ3階 朝日町立中央図書館（H83-0574) 

(l!,f）消防試験研究センタ－；·；•； 11 11：.~支部：

：※，i下$1IJについては、 ii'll約終予防係（n :

②第 1種の身体障害手帳または第 1 : 83-0009）へ問L、行わせくださL、 ： ～老齢基礎年金の

種の療育手帳を持つ人を乗せて介護 ： . : 繰上げ請求にご注意を～

者が運転する場合 ~ rg月11日lは警察相談の日です ； 副総基礎年金の受給lli'I始は65肢で

①か②に談、』iする人で；111］り｜説の交： ～安心の相談夕、イヤル＃9110～ ：すが、希望すれば60歳から64成まで

Hを掃引されるI弘行は千帳、印紙、 ・ 犯罪予防や述必Ul~、ストーカ一、 ・の｛riftl＇でも繰りヒげて受ける ことが

市検証、免許証（②のらl{I不要｝を持：州民、いじめ、出向、少:IFllll題、 J!lil：できます。 しかし、年金を受け始め

（等級は聞いません） 新しい本
cg  
死のある風票 久世光彦

音からある日本のすてき

つ二工ダヤス工

ダメな女と呼んでくれ 申村うさぎ

ことばを磨く 18の対話

年金だより

参のうえ、役均健！反抗ネ｜！：諜へ111,ii'iし ：的関境浄化、 ：＆＼＇flfffj法、然物乱JII、：る年齢によ って一定の；＇ fl］合で年金額

てくださし 、。 なお、営業川！’ ｜動ψ咋議：ハイテク被；1；；など － 緊急の ・JH'rや・J~ ：が減'Mi され、 65歳以降も一生 l1iJ じ剣

叶しない巾附もありますので、 ；：r・し ：放以外の身近な悩みや悶りごとは、 ：合でi減額された年金が支給されます。

くは舵w硲i:M:,1京地域制tll：係（包役場 ：？？察幹窓11または’1ll,t,Tj喬；；・非9110へ：これを線上げ支給といいます。

｜λl線142）までお11¥IL、合わせくださL、：ご相談 くださ L、。＇.＇i-1''1のスタップが： なお、繰上げ支給すると次の制限

: x・Ji,t；しますc なお、行機i長｜－ ！ぜ｜体守 ：があります。

危険物取扱者試験
平成14年度（出2回）心｜倹物取扱(i

E試験が F記のとおり実施されます。

0試験日及び会場

I l月31l(IJ) ,.,・:jli!;J尚工ピル

,・::i 111;J市丸の｜人J1-40 

I IH 1011（日） ・i;'illl工業刈校

山111di五t-1,¥2238

J IH 1711（円） .((l i It高校

f.(Liltdi ,.t.u::;945 

0試験種類 ・時間

〈？？｜！’1・1iiJ)

－乙HiZ-114矧i0:00～12:00 

〈得し｜午後〉

－申告fi13:30～16:00 

9月は［障害者雇用促進月間j

｜ぷilえてfl日では、 9 J J Jを 「附？？行

版川促進月IMJJ と定め、ド草書－（；・Jui

”lの－Wiの促進を ＇；：（＇るため、千手 H!

伴発j型脱jをj長IJf.1します。

一人でも多くの｜節ソf行が、働 く

拐を／＇.』て、 fif!hく；与ぴと’i：きがL、を

！$じることができるよう 、みなさ

まのflHW1~ とご｜あ）Jをお願いします。

.. ・

：が開設する相談窓｜｜や業務｜λl谷寺；の j①諸島lく後、附；＇i-基礎年金 .t~!il1＼ 年金

・品ii介もいたしております。 － は受ける ことができません。

：総合相談110番（生活安全等に関す ・②特別支給の 芭齢厚生年金は支給停

加賀美幸吾編

しがまっこ溶けた 金 正美

別れても、パ力な人 内藤みか

ほんね。 Z武洋匡

希望は失望に終わらず 三浦光代

にんげん住所録 高峰秀ミ子

IJim・~j·
グレイヴディツガー 高野手日明

江戸服御室蔵眠り 黒崎硲一郎

非道、行ずべからず 松舛今朝ミ子

スローグッドパイ 石田衣良

ルール 古処誠二

衣小夜力fたり 鳥 越 碧

蒼龍 山本一力

トキオ 東野圭吾

花伽藍 中山司穂

：る悩みごと、因リごと相談）

H076-442-0 I I 0または非9110: 

II：になります。ただし、昭和 16年

4JJ 2 H以後のま まれの山．は、一

：入善警察署相談110番 fi72-0l IO: 定の閉が減制されますが、 （）｛：給で

：女性被害110番 古 0120・72-8730 ~ きます。

：ストーカー相談電話会0l 20-13-1 I 04：③E’I=. （共消） i 1：~ にJJII人すると支給

：ヤングテレホン not 20-87-3415 : 作11：になります。（ただし、 11{1.fll16

：いじめ110番 包0120-32・7867: 年4.J-J I I l以前生まれの方が対象）

：④j立政厚生 UU所）年金とは65成まで

契約や遺言は公正証書で j削（になります。

ヂ!l))J問先~1 など if（裂な取1; 1 をした ・⑤rl1'/>I< f去にj:':i齢ff滋：1111人はできません。

りするときは、公，hE;111J J皇の干I）問をお： 絵け．げ請求を与えておられる／｝（ま、

：納めします。公説；Iii］／立は、大切なうさ ：上記のことをふま えたうえで、よく

：約J；や迫，，などについて、公，i1E人が ：般討されてから千i泣きをしてくださ

：公文書である公正証九を作成し、 ト ：ぃ。却しいことは役叫位民生活課住

：ラブlレIi/ill：を図る；lil)J.!Iて。す。 ：民＂I：令（ftf立均内線132）文は社会保

公証人は｝;Q'j'lj 'Fi、検察T誌などをlξ：l検小務所（宮24-1494）におllUL、合

作務めたi.ll lt実務経験者の111から、 ：わせくださL、

笠きる 乙川優三郎

花橋の乱在原業平異聞 石川能弘

夜明けの晩に （上下） 山田真美

てるてる街主の照幸さん（上下）

なかにし礼

花 林真理吾

本の紹介

水
の

大璽
島
真
寿
美

著

国と兄、そして父までも、わたし

をおいていなくなった。もう家族じ

ゃないー。とめどない孤狙をぬぐい

きれず、気だるい日常を送っていた

とうこのもとに、ある日ひょっこり

転がりこんできた従妹の溜璃。lじiに

ぽっかり穴を抱えながらも、とらわ

．れない豊かな個性をもった人たちと

：のめぐりあい、つながりあいを通じ

て、かじかんだ気持ちがしだいにほ

ころんでいく、少女とひと霊の物語。

Oご寄贈ありがとうございました

f歌集 i宅ぴ里のうたj

山本半治氏

女ホット求人情報交
喜番重型号 求人 E量得 年 齢 賃金 対策ti所 ！~ff! 資信怠鍛

• 'ill:•. I’l• ｛本 日 人幸E 免 S事 等

溶 1妻 主
18::1～ 198.000～ V.~ . ~堅忍野 2 選渇免許40才 337.500 自｛色 ｛第2・4土S/i)

型車.B野 I 2 
一

2 土木一級従業員 18::1'～ 198.000～ 普通免許
45才 242.000 臼｛也 ｛第24土ll/I) 重機免許害事

3 衆 務 R. 55才～ 121.500～鈎沼保 自動車21華免許65才 133.500 他｛月15日以内の勤務｝

4 整備士 20才～ 176.000～ 聖書．向山 t略$、誼通免tヰ
50才 264.000 Bf~ t会社カレンダーしよる｝ 1 自動車~備士iヨ他

5 ；番強作業、；富銭 18::1～ 160.000～鶴.8鈎

見習 い 40才 250.000 I白土筏 経験者のみ（4～5年｝

6 
j量 客 25才～ 680 車ij.遜下

2 不律事
（パート） 40才 (9奇問給） 火

7 レス卜フン（厨房） 不問 720～1.000 豊島舟川!lfi 不問
（パート） (8幸間給） ｛色

一
8 

鴻肉販売、)!El菜 不問 700 鶴．，自 不問裂選販売｛パート） ｛時陸自給） ｛也 ｛面訟のよ｝

9 配達並びに2~ 35才～ 750～800 事時過下 織率以上
（パート） 45才 （自奇問絡｝ 白土m llil過免iヰ

一
10 

一 級事務 19::1'～ 800 制大平 パソコン出来る方（パート） 40才 ｛時間績｝ 自他｛会社カレンダーによる｝

町の工事発注状況 （500万円以上）
一 このコーナーはlllfが発注したものを相殺していますー （H14.7.1～7.31) 

l：・J ~ r, 総川｜布川I.附飢｜ 業庁 行 l殺行

険 Jri 11代 IOJl1:11185000 I小川 0 t求人情報一段袋j もご利問くださも、
0詳しいことは、 魚涼公共l僚；業3安定所帯~I口分窓 会82-0198へお11:1 ~ 、介わせくださし、

鰍Id辺tliilli：恥i改良i：’J~

平成14年9FJ分

くらしの情報室 E
'11司tii{)ll I IUVillCJI Inf <()I 

9月の告種相談
〈相談は無料です〉

3日（川 悩みごと相談
13:00～16:00 福祉センター

4日（本） 結婚 相 談
13:00～16:00 福批センター

法律 相 談（要予約tel83-0576) 

10日以）
裁判所出張調停相談

介護・保健相談

子育て・教育相談

13:00～16:00 福祉センター

11日（制年金相談
10:00-15:00 役場会議室

悩 みごと相談

17日（却 行政相談 ・人権相談

家庭児童相談

13:00～16:00 福祉センター

18日（＊） 結婚 相 談
13:00～16:00 福祉センター

20日（t)
巡回相談

（悩みごと相談 ・行政相談）

13：・00～16:00 松j寿町公民館

24日以）悩みごと相談
13:00～16:00 福祉センター

25日（水）年金相談
10:00～15:00 役揚会議室

・ 教育相談（教育センター）

受け付け時間 （月・7.1<・木曜日）

9 :00～1 6 : 00 fi82 -1 000 

・ 子育て相談（保健センター）

受け付け時間 （月～金曜日）

8: 30～1 7 : 00 fi83-1920 

9月のガソリンスタンド休日当番店

1日（印 大谷石油 ft82-0703 

8日（日） 小川石油 ft83-3033 

15日（祝） 全 店 営 業

16日（張） 全店営業

22日（印 全店営業

23日（祝） 全店営業

29日（日）浜岡商店 包82-0578

交通事故発生状況調
7月末現在 （ ）内は前年同月比

故一一一
窃
一

身
一

人

一
初演
事故

59人
(+26) 

117件
(+4) 

tlD国



くらしの情報室 E
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R' 九いろKAtJ情報 消防署からのお知らせ語” ． 
詳しくは消防署予防係（tt83-0009）へ

お手元の消火器
「疲労Jしていませんか

Yj'j火出は初期消火にすぐれた威力

を発抑しますが、，1jくなった消火器

は'JJ:.iチェック。

佐川｝別限が過ぎた11it、ものや、期

限｜勾でも腐良したり、キズ、変形が

ある「疲労したJ消火加は、放射す

るときの本体内部にかかる強い圧力

に耐え切れず、破裂し人身ギ般に至

ったケースもあります。

｜’｜分で分解したり、たとえ訓練で

も決して使用しないでください。ださし、。

を卜｜的に救急フェアをn判官i1します。

日時 9月8H(fl）午1)ljJO時～午後 l時

場所 ショッピンク．センターアスカ

内容 ・ 応急J-~のJ，~礎知識の講習

－高規栴級急lド、収急、資探材の

展示

：敬老の日無料招待のお知らせ
～百河豚美術館より～

「ij11J ｝隊美術館で、は、｛政~の｜｜に 65

: t歳以上の方を熊本1 -ti'.H~~；します。

Hごろなかなか起をたFべないという

：みなさま、この機会にぜひおu.達を誘

：って、八、つぷく Jしにいらっしゃいま

：せんか。

日時 9月1511（日）

－対象 65歳以上の／j

（ ~l"f焔の分かるものを持参くださし、）

しい状況が明らかになり、 1111ゃ県の

JuりIJ.失業対策や悩tll:政誌などの告

fif( t J政施策を立案する｜際の1;1;礎資料

となります。

訓tr.の対象となった111:mには、統

,r1・ ;;J111 fl nが何い、調代以の；k~入をお

LYti ~、しますので、よろしくご協カく
救急フェア

地歌響曲演奏会 （午後2時開演）

主催筆曲橘会

・回目

ださtl。

http://www.stat.go.jp 
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尽

農作業シーズン中の
火災防止について

第23回朝日町美術展
開催期間 1 lJ J l I I(幼～4日何）

会場 アゼリアホール

部門

fi83・3700

協略、、~ ：：；.＼‘’ 
~ゃー，．

乾燥機を使川するときは次のこと

にi1志してくださL、

－使用前にはバーナーの消婦、ベル

トの点検を行ってくださL、。

－給油の際にはi1l1をあふれさせない

ようにし、あふれた場合はすぐに

後始末をしてくださし、

. （！定川中は時々 見1111りを行って くだ

さし、。

・m火器を備えつけるようにしてく

qク
《あじわい館》

711(1)はがi焔披露容のため終｜｜白し

切り

～坐 1 らくち～の

f放tのU

※お知らせ 消防拐では随時、 PTA 

や事業所等の各綴凶体を対象とした救

急，i持仰を受け付けています。

講習をお塑される｜寸｜体は、消防署救

急政助｛系 （tt83-0009lまで申し込み

ょっ。

種目

－ピーチボーJレ

・バドミントン

－市球

朝日lllf文化体行センター

「サンリーナj 及び rL~（球室J

9月1日（日

総務統計局・富山県
91191:1 はr;p~ ：.;.i.の I I Jです。

;j虫急、業務への.flHffJ午と比；辺、千当の？与及

朝日町児童生徒作品展
9月21日ω

～22日目

'Y 
9月の営業

休館日..31i、1011、1711、2411

夜間休業・・211、911、3011

。

、。n守
瓦

り
H
4

1
なないろKA Nガラス工房を通じて

出会った「モノっくりたちjの作品展。

染め物 ・陶器 －ガラス ・オブジエ ア

クセサリー・絵画など多数のアー ト作

品を展示・販売いたします。

『なないろ朝市好評開催中 ！~ 
9月 1目、 8目、 15日、 22日、 29日

（毎週日曜日）午前8時30分～9時

30分みなさまのお越しをお待ちして

おります。

情報

《ガラス工房》
1日田）～20日樹まで、ガラス溶解炉

つぼ換えのため休業します。

fi82-0990 

．工アロマラソン2002
日時 9月22日（日）13:30～15:30

参加費 男性 5,500円女性5,000円

締切り 9月20日樹

※工ア口レッスン終了後、懇親会を行

います（18:00～）。

河扇面両間行事予定~1 2日開館）j
115日4初シルバー回数券のみ10%割引

16日間 （消費税サービス）

i号所

日時

n83・2000

0おじいちゃん ・おばあちゃん似

顔絵コンテスト

O毎週火曜日シJレ／＼ーデー

65歳以上の方、空クジなしの嫡選会

-9月はI敬老月間jですー

アゼリアホール情報

21日ω山栄会民舞発表会（15:00)l 
工ア口マラソン2002(13:30) 

22日目
懇親会（18:00～）

北代方紀敬謡教室発表会
29日日

( 15：・00)

26日制 お風自デー
［町の人口］平成14年 間1日現在

人口 15,970人 （－16)

男 7,527人（『5)

女 8,443人（ー11)

世帯数 5, 151世帯 ｛・4)

（ ）は前月比
....r 

．お問い合わせ
朝日町役場総務課総務広報係
干939-0793
朝日町道下1133
n 83-1100 FAX 83-1109 

．ホームページ
http://www.town.asahi. 
toyama.jp/ 
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